
河川津波対策等

・津波による甚大な被害や、液状化等による堤防・水門等の被災を踏まえ、堤
防の嵩上げ、水門等の自動化・遠隔操作化、堤防・水門等の耐震・液状化対
策等を実施します。

事業の整備効果

・事業の実施により、津波や液状化等による被災の防止、軽減を図ります。

・水門等の自動化・遠隔操作化により、緊急時でも安全な操作が可能となります。

水門等の自動化・遠隔操作化のイメージ

堤防の嵩上げのイメージ

▽

▽

堤防・水門等の耐震・液状化対策のイメージ

地盤改良

被災前堤防断面
鳴瀬川

鳴瀬川の被災事例

被災防止のため被災防止のため

堤防の基礎地盤の改良等、液状化対策を実施する。
また、水門等についても耐震化対策を実施する。

堤防嵩上げ

遠隔操作

既存の堤防

事務所

ただし、遠隔操作不能の際は、水門が自動で閉じる。
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大規模災害に備えた河川管理施設の機能確保等

・大規模な津波や洪水等の発生時においても、重要な河川管理施設の機能を
適切に発揮させるため、施設の耐水化、予備電源確保等を実施します。

事業の整備効果

・大規模な津波や洪水等の発生時においても重要な河川管理施設の機能を適切
に発揮することが可能となり、被害を防止します。

排水ポンプ場の水没等による排水機能の停止

防水扉の設置 排水ポンプ場の操作板の嵩上げ
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